
華

沐良

井

川

写
を

２
０
１
４
年
６
月
、
静
岡
市
葵
区
井
川
と
川
根
本
町
全
域

（＝
い
か
わ
ね
）を
含
む
、
静
岡
、
山
梨
、
長
野
の
３
県
１０
市
町
村

に
ま
た
が
る
「南
ア
ル
プ
ス
」
と
そ
の
麓
の
地
域
が
、
モ
不
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
モ
る
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
、

世
界
遺
産
の
登
録
な
ど
を
行
っ
て
い
る
モ
不
ス
コ
に
よ
っ
て

登
録
さ
れ
る
も
の
で
、
「自
然
と
人
と
の
共
生
」
が
重
要
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
二貝
重
な
動
植
物
が
生
息
す
る

３
０
０
０
ｍ
級
の
南
ア
ル
プ
ス
の
豊
か
な
自
然
と
、
そ
の
恵
み
を

活
か
し
た
人
々
の
暮
ら
し
。
ン」
れ
ら
が
世
界
に
認
め
ら
れ
、

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
録
以
降
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
南
ア
ル
プ
ス
の
豊
か
で
貴
重
な
自
然
や

い
か
わ
ね
に
住
む
人
々
の
暮
ら
し
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

登
録
か
ら
現
在
ま
で
に
、
い
か
わ
ね
の
発
展
や
南
ア
ル
プ
ス
の

自
然
保
護
の
た
め
に
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

地
域
の
人
々
と
行
政
、
学
生
、ボ
ラ
ビ
ア
ィ
ス

民
間
企
業
な
ど

多
種
多
様
な
人
々
が
連
携
し
て
、
い
か
わ
ね
、
南
ア
ル
プ
ス

の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
、
取
組
を
続
け
て
い
く
こ
と
は
、

日
々
、
日
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
を
過
ご
す
中
で
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

夏
が
訪
れ
、南
ア
ル
プ
ス
は
本
格
的
な
登
山
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、

い
か
わ
ね
で
は
お
祭
り
や
レ
ジ
ャ
ー
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
５
周
年
の

今
年
も
、
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
や
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
や

文
化
な
ど
た
く
さ
ん
の
魅
力
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。



夏祭 りの打ち上げ花火

井り11・ 田代の夏祭りの最後を飾るのが、

大迫力の花火です。湖から打ち上げら

れる花火は、間近で見られて音も光も

庄巻!!井り||に住む人、婦省した家族、

みんなが揃って空を見上げるから、

楽しきもいっぱい!短い夏の風物詩です。

問合せ:井川観光協会054-260‐ 2377

素材の甘さを楽しむ
とうもるこしプリン

井川西山平地区の農林産物加エセンター

「刀 レプスの里」では、とうもろこしプリンを

販売していま魂 砂糖は一切使わず井川

で獲れたとうもろこしの甘みを活かして

作 られた自慢の一品です。是非一度

味わってみてください。

問合せ :アルプスの里 054-260-2573

夏の青空の下、

湖歴のカヤック体験はし

"功

?`

長島ダム・接岨湖の湖面から雄大な自然

を満喫できますよ。カヤックで沢まで行って

水遊びするのも、夏ならでは。初心者や

小さなお子さん(満3歳～)も楽しめま魂
問合せ:エコティかわね 0547-58-7000

瑕躙 吻

南アルプスから流れる大井川の川面から、涼風が′

`、

わりと

吹き抜ける夏のいかわね。たくさんの自然に囲まれながら、

ここでしか味わえない楽しみがありますЭユネスコエコパークに

登録されているいかわねに暮らす人たちに、夏のイチオシを

教えてもらいました。

≒

………
鷲

蜀 ‐

川根紅茶のグラッタケッカ

道の駅「フォーレなかかわね茶名舘」の

夏季限定メニュー「り1根紅茶のグラッ

タケッカ」。香り豊かな川根産紅茶を

ゆっくり抽出して凍らせた、甘さ控えめの

大人のかき氷です。

問合せ :フォーレなか力わ ね茶著舘 0547502100

滸Li孵了繋整撃了眸雉爾イ鶉か藉錮屹Ψ鼈輻颯警ご顆策 量

鰈隆囃辣 咆魃響イ |=裏 建:青懇餃響ませた浴

こんにちは、公益社団法人日本山岳ガイド協会

認定、井川在住登山ガイドの滝浪大悟です。

井川には南アルプスをはじめ、素敵な山が

沢山あります。そんな中、気軽に登れ、素敵な

景色が見られる山を紹介 します。皆さんも

ご存じかと思いますが、「山伏」です。百畳平

から登れば、往復で3時間程度、井川峠から

ですと、7時 間程度の登山が楽 しめます。

また、頂上付近にはヤナギランが群生しており、

7～8月 にムラサキ色の花を咲かせます。天気が

良ければ、山頂から富士山や南アルプスを遠望

できま魂 そんな山伏、長い行程ではありますが、

井川峠から是非、登ってみてください。自然の

ままの素敵な森が広がっています。

1114
11111′ ‐

|:‐・ ■:■

‐
|ギ ||■ |‐ 1 ■|

滝浪大悟さん
「標高2,014mの山伏山頂」

財舅躊靡 忙鼈鶴鰺雉鶴慾木鸞量ジアX蹴 軒薇電y李シ雉慮

私のお勧めは、山犬段から寸又峡温泉に下る

ウツナシ峠縦走コースで現 標高差が900mも

あり、大井川流域の森の魅力全てを味わえると

いっても過言ではありません。八丁段、板取山、

天象、美苗面の各ピークの眺望。周囲385mの

大ブナ。そして目玉は、沢口山の山頂直下の

大ミズナラ。周囲65mを 誇る自然木は大井

問合せ 却 |マウンテンマラソン実行委員会

054-260-2377

丼川で35回続いた「もみじマラソン」をりニューアルし、「井川  による講演会と夕食交流会、当日にはゴール地点での地元住民に

マウンテンマラソン」を初開催します。丼川自然の家を出発し、 よるおもてなし等、紅葉期の井川を更に盛り上げる大きな

田代オートキャンプ場まで自然の中を駆けぬけま魂「自然に感謝、 行事になりそうです。南アルプスの山々に囲まれ、森の空気を

人々に感謝、感じる幸せJを コンセプトにした山村都市交流  浴びながら、却 ‖の魅力と雄大な自然を楽しめるマウンテンマラソン

イベントで、前日には丼川出身の山岳ランナーの望月将悟さん で魂 車で通りすぎる景観とは一味違う却 ‖をお楽しみください。

川流域でも希少で、まさに山の主、守り神。

威厳を感じずにはいられません。森好きな人

は必見のこの大本には、寸又峡温泉からでも約

3時間で出会えます。満足の森歩きの後、待っ

ているのは美女づくりの湯。寸又峡の温泉宿

でくつろぐのも良案。私も年4～ 5回 は歩く、

他には無いお勧めコースです。 松本匠さん
「沢口山山頂直下の大ミズナラ」

蓄

コースを走る山岳ランナーの望月将悟さん

書
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雄
大
な
南

ア
ル
プ
ス

の
麓
、
い
か
わ
ね
地
域
で
は
、

神

楽

や

太

鼓

な

ど

の

様

々
な
伝
統

芸
能
が
、

地
元

の
皆
さ
ん
の
手
に

よ

っ
て
受

け
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
域
の
宝

で
あ
る
伝
統
芸
能
を
後
世

に
継
承
し
て
い
く

こ
と
を

目
的
と
し
て
、
今
年
３
月
、

「伝
統
文
化
伝
承
館
『
時
愛

～
と
き
あ
～
ヒ

が
、
川
根

本
町
内
に
完
成
し
ま
し
た
。

施
設
内
に
は
、
練
習
場

の
ほ
か
更
衣
室
や
会
議
室

な
ど
も
備
え
て
お
り
、
正
面

の
ガ
ラ
丞
戸
を
開
く
こ
と
で

屋

外

を

客

席

と

す

る

ス

テ
ー
ジ
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

伝
統
芸
能
を
愛
し
次
の

時
代

へ
と
継
承
す
る
担
い

手
の
育
成
に
向
け
て
、大
い
に

活
用
が
期
待
さ
れ
る
施
設

で
す
。

空調を完備した練習場室内

凶

鰈

淵

炉

鰤

了

鑽

屏

咤
ギ
軸轟
鑢
笏

欝
琲
鶴

…

鐘
鐙
文
蛉
戌
冬
豊
警
聰
眩
譲
婁
盲
言

川
根
本

町
で
は
、
「
時

一

愛
～
と
き
あ
～
」
の
開
館

一

を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
一

伝
統
芸
能
の
担
い
手
の
皆

一

さ
ん
同
士
の
相
互
交
流
の

一

促

進

を

目

的

と

し

て
、
一

「
伝
統
文
化
交
流
会
」
の

一
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
か
わ
ね
地
域
や
山
梨

県
早
川
町

（
南

ア
ル
プ
ス

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
構

成
市
町
村
）
、
大
井
川
流

域
の
保
存
会
の
皆
さ
ん
が

「
時
愛
～
と
き
あ
～
」
に

集

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
伝

わ
る
伝
統

芸
能
を

披
露
し
ま
す
。

い
か
わ
ね
や
周
辺
地
域

の
伝
統
芸
能
が
一堂
に
会
す

る
貴
重
な
機
会
で
す
。
ぜ
ひ

観
覧
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

梅津神楽

※詳細については、7月 上旬ごろに川根本町のHPに掲載予定です。

【日時】令和元年9月 7日 (土 )

【場所】り根本町伝統文化伝承館「時愛」01根本町青部55-1)

【内容(予 定)】 伝統芸能の披露、意見交換会、町内特産品の物販

【出演(予 定)】 [り ‖根本町]梅津神楽、田代神楽、徳山神楽、徳山の盆踊、
赤石太鼓/[静岡市]井川神楽/[山梨県早川町]白 鳳太鼓/1島 田市]

笹間神楽、川越し太鼓/[牧之原市]榛原太鼓

【問合せ】り1根 本町教育委員会社会教育課 電話0547587080

林
さ
ん
は
、
一京
都
府
宇

治
市
の
出
身
で
、
大
学
卒

業
後
は
愛
媛
県
の
会
社
に

勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、伝
統

工
芸
な
ど
「
も
の
づ
く
り
」

の
仕
事
に
関
わ
り
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
△
本
社
を

退
職
し
井
川
地
区
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
（※
）に
昨
年

５
月
に
着
任
し
ま
し
た
。

「井
川
メ
ン
パ
の
保
存
と

伝
承
」
を
テ
ー
マ
に
、
昨
年

の
７
月
か
ら
、
静
岡
市
街

地
に
在
住

の
メ
ン
パ
職
人

の
も
と
で
、
メ
ン
。ハ
製
作
を

つ藉澤褥[よ|1/_ジ

∵憲:.:倉 ま訂「奪1査壼翼菫八′,■ |:)

学
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
１
年
間
で

漆
塗
り
以
外
の
工
程
を
習

得
し
、
今
後
は
漆
芸
の
知

識
と
技
術
の
習
得
を
重
点

に
活
動
を
続
け
て
い
く
と

の
こ
と
で
す
。

将
来
は
井
川
地
区
に
お

い
て
、
職
人
と
し
て
独
立
・

起
業
す
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
が
、
「『井
川
メ
ン

パ
の
保
存
と
伝
承
』
に
は
、

自
分
が
職
人
に
な
る
だ
け

で
は
達
成
と
は
言
え
な
い
。

」

と
林
さ
ん
。
「後
世
に
職
人
を

残

し

て
い
け

る

よ
う

な

仕

組

み
作
り

に
も
取

り

組
ん
で
い
き
た
い
。」と
思
い
を

語
り
ま
す
。

井
川
メ
ン
。ハ
は
、
天
然
漆

の
美
し
い
光
沢
が
最
大
の

特
長
で
、
現
代
の
弁
当
箱

に
は
な
い
雰
囲
気
と
古
い

歴
史
や
伝
統
を
も
つ
道
具

と
し
て
、非
常
に
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
丼
川
メ
ン
パ

の
た
め
に
注
力
す
る
林
さ
ん

の
作

品

と

こ
れ

か
ら

の

取
組
に
注
目
で
す
―

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊

都
市
部
か
ら
山
間
部
等
に
生
活
の
拠
点

を
移
し
た
方
を
、自
治
体
が
「協
力
隊
員
」

と
し
て
委
嘱
す
る
国
皮
で
す
。最
大
３
年
間

の
任
期
の
中
で
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
へ
の
移
住
・

定
住
を
図
り
ま
す
「

井川メンパの製作に取 り組む林さん
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二
あ
る
光
岳

小
屋

て
管

岬

プ、
を
喜

め

る

”
が
、
原

門

ｒは
■
（
ン
デ
′″
・
吉
・一
■
・（
一■
ン■
・ヽ

」一（
一十〓
一・ヽ
一９　．

原
観
さ
ん
た
要
は
、
昭
和

た

ｒ

●

山

小
甲
の
管
理
や

登

―――
者

の
食

ホ
ら

準

前

、

周

辺

の
登

山

道

の
■

備

な
ど

を
＝
〓

て
き

ま
し
た

Ｌ
た
さ
ん
は
、
■
■
●
特
徴

Ｆ三
二

て
鷹

ギ

ル
ァ
ス
”

他

”

“
―■
比

．・↑
）
‘
標

高

が
低

い
・̈■

．ヽ、
■
悴

な
■
の

緑
か
Ｌ
て
も
豊
か
〓

―――
小
屋

付

近

＝
眺
ヤ

が
広

々
と
開

け
て
い
て
●
麟
　
・
――
山
や
型
・́社
、

赤

石
岳

●

出
々
が
見

注

せ

る
こ
Ｌ
も
魅
力

■
」
笑
顔
で

ま
た
、
光
岳
を

一語
一社

，う
誉
■
Щ
書
〓
に
つ
い
ず
、
一‘

「
管

岬

人

を

始

め
た
頃

た

比
べ
て
、
特
１１
■
■
数
年
は

若

「・人
た
ち
も
多
・く
全

ｒ

ヽ

き

て
１
れ
る
よ
う

に
■
１，

ま

‐
ン
た

Ｉ
出
ア

，―′
プ
ス
の
良

さ
が
、
段
々
と
認

知
さ
・れ
て

き
て
―′ｔ
る
の
か
な

■
」
、
モ
”

変
化

に
一二

て
教
え
て
＜

れ

〓
ュ
Ｌ

」
た
．　
′、
７

ンヽ
ー

デ
（
Ｉ

一‘

も
ｒ
、
管
理
人
を
引
退
す

る
予
定
の
原
―――
さ
ん
大
妻
．

一
こ

れ

ま

で
と

同

じ

よ

う

に
」

■

つ
夏

も

日

か

人

や

急
病
人
を
出
す

二
Ｌ
な

く
、

お
客

さ

ん
を

出
小

屋

か

・Ｌ・

見
Ц
一―，
た
い
、．ち
・く
ら
方
に
、

光
■
●

性

月
を

体

感

し

て

よ
っら
え
れ
，、、一ご
と
話
し
一一卜し
た
〓

南アルプス寸又dI□山開き

リバウェル井サヤナギラン祭り

平谷の流したい(瀬平地区 )

南アルプス山開き

リバウェル井り!

夏スキーOP[N

リバウェル井川
大流し′そうめムノ(予 1筒 3]8日 1日 ,|

徳 山の盆踊 り

井川夏祭り

百八たい(下 長尾地区)

二十六夜祭(田代地区 )

徳山神楽

寸又峡 不□紙のあかり展

奥大丼もみじ祭(寸又峡)

井川大仏例祭

第1回丼川マウンテンマラソン

川根本町産業文化祭

丼川ダム祭り

奥大丼ぶ、るさと祭り(千頭 )

髯■

16日 (火 )

1■■
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15日 (本 )

15日 (本 )

16日 (金 )

26日 (月 )

15日 (欠 )′
ヽ

tも■itl

t与「1■|.

蒻
隆
骰
嘔
不
貪
蒻
褥

一一一
｝慾

t

||1111111

一一一
一
一

■■■
==摯=||●|■ 1

1,■

０
■

．


